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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収容架体に上下に複数段に積層された第１の引出し式トレイと上下に複数段に積層され
た第２の引出し式トレイとを有し、
　前記第１の引出し式トレイと前記第２の引出し式トレイとの間に空間部を設け、
　前記第１の引出し式トレイに第１の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容す
る第１の余長収容部と、前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と他の光ファイバケ
ーブル心線とを接続する接続部とを設け、
　前記第２の引出し式トレイに第２の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容す
る第２の余長収容部を設け、
　前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第１の引出し式トレイに外側の側部
から導入して前記第１の余長収容部を介して前記接続部へ導き、
　前記第２の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第２の引出し式トレイに外側の側部
から導入して前記第２の余長収容部を介して前記空間部側の側部から前記空間部に導出す
ると共に、前記空間部から前記第１の引出し式トレイに前記空間部側の側部から導入して
前記接続部へ導き、
　前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と前記第２の群をなす光ファイバケーブル
心線とを前記接続部で接続し、
　前記第２の光ファイバケーブル心線は、前記空間部で引出し余長を確保した上で前記第
１の引出し式トレイに導入され、
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　前記空間部に前記第２の光ファイバケーブル心線を這わす筒状又は溝状の余長ダクトを
設け、前記引出し余長は、前記第２の光ファイバケーブル心線を前記余長ダクトに這わせ
た後に曲げ返して再び這わせ、該余長ダクトの後端部から前記第２の光ファイバケーブル
心線の曲げ返し部分を突出させることで形成されることを特徴とする光ファイバケーブル
配線盤。
【請求項２】
　前記余長ダクトの後端部は、下方へ曲げられていることを特徴とする請求項１記載の光
ファイバケーブル配線盤。
【請求項３】
　収容架体に上下に複数段に積層された第１の引出し式トレイと上下に複数段に積層され
た第２の引出し式トレイとを有し、
　前記第１の引出し式トレイと前記第２の引出し式トレイとの間に空間部を設け、
　前記第１の引出し式トレイに第１の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容す
る第１の余長収容部と、前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と他の光ファイバケ
ーブル心線とを接続する接続部とを設け、
　前記第２の引出し式トレイに第２の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容す
る第２の余長収容部を設け、
　前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第１の引出し式トレイに外側の側部
から導入して前記第１の余長収容部を介して前記接続部へ導き、
　前記第２の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第２の引出し式トレイに外側の側部
から導入して前記第２の余長収容部を介して前記空間部側の側部から前記空間部に導出す
ると共に、前記空間部から前記第１の引出し式トレイに前記空間部側の側部から導入して
前記接続部へ導き、
　前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と前記第２の群をなす光ファイバケーブル
心線とを前記接続部で接続し、
　前記第２の光ファイバケーブル心線は、前記空間部で引出し余長を確保した上で前記第
１の引出し式トレイに導入され、
　前記第２の引出し式トレイから導出した前記第２の光ファイバケーブル心線を這わす第
１の余長ダクトと、前記第１の余長ダクトの下方に設けられると共に前記第１の余長ダク
トに沿ってこれよりも長く形成された第２の余長ダクトとを備え、前記第２の光ファイバ
ケーブル心線を前記第１の余長ダクトを這わせて曲げ返した後に前記第２の余長ダクトに
這わせ、前記引出し余長は、前記第１の余長ダクトから前記第２の余長ダクトへの移行部
分に形成されることを特徴とする光ファイバケーブル配線盤。
【請求項４】
　前記第２の余長ダクトの幅は、前記第１の余長ダクトの幅よりも幅広に形成され、前記
第２の余長ダクトの幅と前記第１の余長ダクトの幅の差は、前記第２の光ケーブル心線の
幅以上に形成されていることを特徴とする請求項３記載の光ファイバケーブル配線盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収容架体に上下に多段に積層した引出し式トレイを有する光ファイバケーブ
ル配線盤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバケーブル相互間や光ファイバケーブルと伝送装置間を接続可能に成端する装
置として光ファイバケーブル配線盤が一般的に使用されているが、このような光ファイバ
ケーブル配線盤においては、上下に多段に積層した引出し式トレイが設けられている。
【０００３】
　このような光ファイバケーブル配線盤としては、非特許文献１に示されるように、収容
架体内の融着接続用トレイ３を上下に多段に積層した融着ユニットと、コネクタトレイを
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上下に多段に積層したコネクタユニットとを設け、下方より導入された線路側の光ファイ
バケーブル心線を各融着接続用トレイに引き込み、この引き込まれた光ファイバケーブル
心線をジャンパ線を介して他の光ファイバケーブル心線と接続したり、コネクタ付きコー
ドを介してコネクタユニットへ導くようにしている。
【０００４】
　各融着接続用トレイに引き込まれる光ファイバケーブル心線は、融着接続用トレイの一
方の側部から引き込まれ、また、ジャンパ線やコネクタ付きコードは、融着接続用トレイ
の他方の側部から引き込まれ、融着接続用トレイの内部においては、光ファイバケーブル
心線の余長部を収容する第１の余長収容部と、ジャンパ線やコネクタ付きコードの余長部
を収容する第２の余長収容部とが設けられ、これらの余長収容部を経て光ファイバケーブ
ル心線とジャンパ線又はコネクタ付きコードとを突き合わせ、突き合わせ部分を融着接合
して融着ホルダに固定するようにしている。
【０００５】
　ところが、上述した構成においては、アクセス系の光ファイバケーブル心線を一方の側
部から入線するようにしていたので、新たな光ファイバケーブル心線を追加接続しようと
すると、追加するたびに新たな融着接続用トレイが必要となり、また、融着接続用トレイ
の増加に伴いジャンパ線やコネクタ付きコードを追加する必要がある。
【０００６】
　このため、多量の融着接続用トレイが必要となり、また、光ファイバケーブル心線に融
着接続する多量の光コード（ジャンパ線やコネクタ付きコード）が必要となるので、コス
トや作業工数が増大すると共に接続箇所の増加により伝送特性が悪化する等の不都合があ
ることから、本出願人は、先に、これらの不都合を解消する構成について提案している（
特許文献１参照）。
【０００７】
　これは、上下に多段に積層された引出し式トレイに、第１の群をなす光ファイバケーブ
ル心線の余長部を収容する第１の余長収容部と、第２の群をなす光ファイバケーブル心線
の余長部を収容する第２の余長収容部とを設け、第１の群をなす光ファイバケーブル心線
と第２の群をなす光ファイバケーブル心線とを一方の側部から導入し、第１及び第２の光
ファイバケーブル心線を第１の余長収容部と第２の余長収容部との間へ導き、そこからそ
れぞれの対応する余長収容部を経て突き合わせ、この突き合わせた部分を融着接続するよ
うにしたものである。
【非特許文献１】「光ファイバケーブル配線盤取り扱い説明書」，MUS-H-024 ，株式会社
　昭電，２００１年５月，ｐ１－９
【特許文献１】特開２００６－２７６０８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述の構成においては、融着接続用トレイや収容架体を追加することな
く光ファイバケーブル心線の収容容量を増加し、また、ジャンパ線やコネクタ付きコード
の本数を減らして作業工数やコストの低減を図ると共に、接続箇所を減らして伝送特性の
悪化を抑える（損失の低減を図る）ことが可能になるが、別トレイの接続には、依然とし
てジャンパ線による従来の接続工法が必要となるため、コードの本数を減らして接続工数
やコストの低減を図るには限界があった。
【０００９】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、ジャンパ線を無くして接続工数
やコストの低減を図ると共に、接続箇所を更に減らして伝送特性の悪化を一層抑える（損
失の低減を一層図る）ことが可能な光ファイバケーブル配線盤を提供することを主たる課
題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記課題を達成するために、本発明に係る光ファイバケーブル配線盤は、収容架体に上
下に複数段に積層された第１の引出し式トレイと上下に複数段に積層された第２の引出し
式トレイとを有し、前記第１の引出し式トレイと前記第２の引出し式トレイとの間に空間
部を設け、前記第１の引出し式トレイに第１の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部
を収容する第１の余長収容部と、前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と他の光フ
ァイバケーブル心線とを接続する接続部とを設け、前記第２の引出し式トレイに第２の群
をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容する第２の余長収容部を設け、
　前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第１の引出し式トレイに外側の側部
から導入して前記第１の余長収容部を介して前記接続部へ導き、前記第２の群をなす光フ
ァイバケーブル心線を前記第２の引出し式トレイに外側の側部から導入して前記第２の余
長収容部を介して前記空間部側の側部から前記空間部に導出すると共に、前記空間部から
前記第１の引出し式トレイに前記空間部側の側部から導入して前記接続部へ導き、前記第
１の群をなす光ファイバケーブル心線と前記第２の群をなす光ファイバケーブル心線とを
前記接続部で接続し、前記第２の光ファイバケーブル心線は、前記空間部で引出し余長を
確保した上で前記第１の引出し式トレイに導入され、前記空間部に前記第２の光ファイバ
ケーブル心線を這わす筒状又は溝状の余長ダクトを設け、前記引出し余長は、前記第２の
光ファイバケーブル心線を前記余長ダクトに這わせた後に曲げ返して再び這わせ、該余長
ダクトの後端部から前記第２の光ファイバケーブル心線の曲げ返し部分を突出させること
で形成されることを特徴としている。
【００１１】
　したがって、第１の引出し式トレイと第２の引出し式トレイとを接続する場合に、第２
の引出し式トレイに収容された第２の光ファイバケーブル心線を空間部を介して第１の引
出し式トレイに導入し、この導入された第２の光ファイバケーブル心線を第１の引出し式
トレイ内で第１の光ファイバケーブル心線と接続部で接続するようにしたので、ジャンパ
線が不要となり、また、第１の光ファイバケーブル心線と第２の光ファイバケーブル心線
とを１回の接続作業で接続させることが可能となる。
【００１２】
　ここで、空間部で引出し余長を確保する構造としては、単に引出し余長分の心線を垂ら
すようにしてもよいが、本発明においては、空間部に第２の光ファイバケーブル心線を這
わす筒状又は溝状の余長ダクトを設け、引出し余長を、第２の光ファイバケーブル心線を
余長ダクトに這わせた後に曲げ返して再び這わせ、該余長ダクトの後端部から第２の光フ
ァイバケーブル心線の曲げ返し部分を突出させることで形成したので、積層された引出し
式トレイのそれぞれの引き出し余長部分が干渉し合わないようにすることが可能となる。
なお、余長ダクトの後端部は、下方へ曲げられるものであってもよい。
【００１３】
　また、本発明に係る光ファイバケーブル配線盤は、収容架体に上下に複数段に積層され
た第１の引出し式トレイと上下に複数段に積層された第２の引出し式トレイとを有し、前
記第１の引出し式トレイと前記第２の引出し式トレイとの間に空間部を設け、前記第１の
引出し式トレイに第１の群をなす光ファイバケーブル心線の余長部を収容する第１の余長
収容部と、前記第１の群をなす光ファイバケーブル心線と他の光ファイバケーブル心線と
を接続する接続部とを設け、前記第２の引出し式トレイに第２の群をなす光ファイバケー
ブル心線の余長部を収容する第２の余長収容部を設け、前記第１の群をなす光ファイバケ
ーブル心線を前記第１の引出し式トレイに外側の側部から導入して前記第１の余長収容部
を介して前記接続部へ導き、前記第２の群をなす光ファイバケーブル心線を前記第２の引
出し式トレイに外側の側部から導入して前記第２の余長収容部を介して前記空間部側の側
部から前記空間部に導出すると共に、前記空間部から前記第１の引出し式トレイに前記空
間部側の側部から導入して前記接続部へ導き、前記第１の群をなす光ファイバケーブル心
線と前記第２の群をなす光ファイバケーブル心線とを前記接続部で接続し、前記第２の光
ファイバケーブル心線は、前記空間部で引出し余長を確保した上で前記第１の引出し式ト
レイに導入され、前記第２の引出し式トレイから導出した前記第２の光ファイバケーブル
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心線を這わす第１の余長ダクトと、前記第１の余長ダクトの下方に設けられると共に前記
第１の余長ダクトに沿ってこれよりも長く形成された第２の余長ダクトとを備え、前記第
２の光ファイバケーブル心線を前記第１の余長ダクトを這わせて曲げ返した後に前記第２
の余長ダクトに這わせ、前記引出し余長は、前記第１の余長ダクトから前記第２の余長ダ
クトへの移行部分に形成されるようにしてもよい。
【００１４】
　尚、このような構成においては、第２の余長ダクトの幅は、第１の余長ダクトの幅より
も幅広に形成され、第２の余長ダクトの幅と第１の余長ダクトの幅との差は、第２の光ケ
ーブル心線の幅以上に形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　以上述べたように、本発明によれば、第１の引出し式トレイと第２の引出し式トレイと
を接続する場合に、第２の引出し式トレイに収容された第２の光ファイバケーブル心線を
空間部を介して第１の引出し式トレイに導入し、この導入された第２の光ファイバケーブ
ル心線を第１の引出し式トレイ内で第１の光ファイバケーブル心線と直接接続するように
したので、ジャンパ線が不要となり、また、第１の光ファイバケーブル心線と第２の光フ
ァイバケーブル心線とを１回の接続作業で接続させることが可能となり、ジャンパ線を無
くして接続工数やコストの低減を図ることが可能となる。また、接続箇所を従来構成に比
べて更に減らすことが可能となるので、伝送特性の悪化を一層抑える（損失の低減を一層
図る）ことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、この発明の最良の実施形態を添付図面を参照しながら説明する。
【００１７】
　図１において、架下導入型の光ファイバケーブル配線盤１の構成例が示され、この光フ
ァイバケーブル配線盤１は、収容架体２の前面に図示しない開閉扉が設けられ、収容架体
２の内部左方に第１ユニット３が、また、内部右方に第２ユニット４がそれぞれ設けられ
ている。
【００１８】
　第１ユニット３は、前後方向に個別に出し入れ可能な多数の第１の引出し式トレイ５を
上下方向に積層して構成されている。また、第２ユニット４は、前後方向に個別に出し入
れ可能な多数の第２の引出し式トレイ６を上下方向に積層して構成されている。
【００１９】
　第１ユニットと第２ユニットとの間には、所定幅の空間部７が設けられ、したがって、
第１の引出し式トレイ５と第２の引出し式トレイ６とは、空間部７を隔てて配置されてい
る。
【００２０】
　第１の引出し式トレイ５においては、線路側の光ファイバケーブルから導出した第１の
群をなす光ファイバケーブル心線８が外側の側部から引き入れられ、他の光ファイバケー
ブルから導出された後述する第２の群をなす光ファイバケーブル心線９が空間部側の側部
から引き入れられ、第１の引出し式トレイ内において、第１の群をなす光ファイバケーブ
ル心線８と第２の光ファイバケーブル心線９とを融着接続するようにしている。
【００２１】
　即ち、第１の引出し式トレイ５には、第１の群をなす光ファイバケーブル心線８を導入
可能とする第１の導入口１１が外側の側部に設けられ、また、第２の群をなす光ファイバ
ケーブル心線９を導入可能とする第２の導入口１２が空間部側の側部に設けられ、内部に
は、第１の群をなす光ファイバケーブル心線８の余長部８ａを収容する第１の余長収容部
１３が引出し方向の奥側に設けられ、融着接続部を保持する融着ホルダ１４が引出し方向
の手前側に設けられている。
【００２２】
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　これに対して第２の引出し式トレイ６においては、線路側の光ファイバケーブルから導
出した第２の群をなす光ファイバケーブル心線９が外側の側部から引き入れられ、この引
き入れられた第２の群をなす光ファイバケーブル心線９を空間部側の側部から空間部７に
引き出すようにしている。
【００２３】
　即ち、第２の引出し式トレイ６には、第２の群をなす光ファイバケーブル心線９を導入
可能とする第３の導入口１５が外側の側部に設けられ、また、第２の群をなす光ファイバ
ケーブル心線９を導出可能とする導出口１６が空間部側の側部に設けられ、内部には、第
２の群をなす光ファイバケーブル心線９の余長部９ａを収容する第２の余長収容部１７が
引出し方向の奥側に設けられている。
【００２４】
　尚、この例においては、第１の引出し式トレイ５と第２の引出し式トレイ６との奥行き
は同じであるが、第１の引出し式トレイ５には接続部を保持する融着ホルダ１４が設けら
れているので、第１の引出し式トレイ５の横幅は第２の引出し式トレイ６の横幅よりも大
きく形成されている。
【００２５】
　そして、第１の群をなす光ファイバケーブル心線８を第１の導入口１１から第１の引出
し式トレイ５内に引き入れ、空間部側から第１の余長収容部１３へ引き回し、この第１の
群をなす光ファイバケーブル心線８の余長部８ａを第１の余長収容部１３に収容し、この
余長収容部１３の外側から融着ホルダ１４（接続部）に向かって引き回す。また、第２の
群をなす光ファイバケーブル心線９を第３の導入口１５から第２の引出し式トレイ６内に
引き入れ、空間部側から第２の余長収容部１７へ引き回し、この第２の群をなす光ファイ
バケーブル心線９の余長部９ａを第２の余長収容部１７に収容し、余長収容部１７の外側
から導出口１６に向かって引き回し、この導出口１６から空間部７に引き出した後に第２
の導入口１２から第１の引出し式トレイ５内に引き入れ、融着ホルダ１４（接続部）に向
かって引き込む。そして、第１の光ファイバケーブル心線８と第２の光ファイバケーブル
心線９とを、互いの光ファイバケーブル心線を突き合わせて融着接続し、この融着接続し
た接続部を融着ホルダ１４の溝に固定するようにしている。
【００２６】
　この際、第２の光ファイバケーブル心線９は、前記空間部７で引出し余長を確保した上
で前記第１の引出し式トレイ５に導入されるようになっている。即ち、この例においては
、空間部７に第２の光ファイバケーブル心線９を保持する一対のガイドピン２０を所定の
間隔で水平方向に並設し、このガイドピン２０間に第２の光ファイバケーブル心線９を引
出し余長を確保できる長さを見越して垂れ下げるようにしている。
　尚、光ファイバケーブル心線９は、段数が同じ第１の引出し式トレイ５と第２の引出し
式トレイ６との間を接続するのみならず、段数が異なるトレイ間でも接続できるようにな
っている。
【００２７】
　以上の構成において、第１の引出し式トレイ５に第１の光ファイバケーブル心線８の余
長を収容する余長収容部１３を設けると共に第２の光ファイバケーブル心線９と接続する
接続部を保持する融着ホルダ１４を設け、第２の引出し式トレイ６に第２の光ファイバケ
ーブル心線９の余長を収容する余長収容部１７を設け、第２の引出し式トレイ６から引出
された第２の光ファイバケーブル心線９を空間部７で引出し余長を確保した上で第１の引
出し式トレイ５に導入し、この第１の引出し式トレイ５内で第１の光ファイバケーブル心
線８と直接融着接続するようにしたので、異なる引出し式トレイを接続する場合にジャン
パ線が不要となり、しかも一回の融着作業で異なる光ファイバケーブル心線を接続するこ
とが可能となる。
【００２８】
　また、第１の引出し式トレイ５と第２の引出し式トレイ６との間に空間部７を設け、こ
の空間部７に引出し式トレイを引き出すための引出し余長が確保されているので、各引出
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し式トレイ内の構成をコンパクトにすることが可能となる。
【００２９】
　尚、空間部７に引出し余長を確保する構成としては、上下に多段に配された引出し余長
部分が物理的に接触して破損することを防止するための工夫をすることが好ましい。
　例えば、第１の引出し式トレイ５について説明すると、図２に示されるように、筒状の
余長ダクト２１を第１の引出し式トレイ５を収容するユニット本体２２の脇に固設し、第
２の引出し式トレイ６から空間部７に引き出された第２の光ファイバケーブル心線９を余
長ダクト２１の前端開口部２１ａから挿入し、後端開口部２１ｂから引き出して曲げ返し
た後に後端開口部２１ｂから挿入して再び余長ダクト２１を這わせ、前端開口部２１ａか
ら引き出してユニット本体２２の空間部側の側部に形成されたスリット２３を介して第２
の導入口１２から第１の引出し式トレイ５内に導入するようにしてもよい。
【００３０】
　また、余長ダクト２１の後端部は幾分下方へ曲げられて第２の光ファイバケーブル心線
９がスムーズに斜め下方へ垂れ下がり、下側の第２の光ファイバケーブル心線９との干渉
を避けるようにしている。余長ダクト２１の後端開口部２１ｂから引き出される第２の光
ファイバケーブル心線９の長さ（余長ダクト２１の後端開口部２１ｂから曲げ返し部分９
ｂまでの長さ）は、第１の引出し式トレイ５の引出し長をＬとすると、Ｌ／２以上の長さ
を確保して光ファイバケーブル心線の曲げ折れを防止するようにしている。
【００３１】
　余長ダクト２１は、夫々の引出し式トレイを収容するユニット本体２２の上辺に沿って
設け、余長ダクト２１の後端部の曲げられた部分はユニット本体２２の高さの範囲内に収
まるようになっている。
【００３２】
　尚、第２の光ファイバケーブル心線９の余長ダクト２１を這わす部分のうち前方から後
方へ這わす光ファイバケーブル心線は動くことがないように、心線テープで余長ダクト２
１に固定したり、クランプ２５（図中、一転鎖線で示す）で留めたりするとよい。
【００３３】
　このような構成においては、第１の引出し式トレイ５が引き出されても、余長ダクト２
１の後方に引き出されている引出し余長部分が余長ダクト２１の後端にまで達しないので
、光ファイバケーブル心線が曲げ折れることがなくなり、また、上下の光ファイバケーブ
ル心線（上下に多段に配された引出し余長部分）が物理的に接触して破損することもなく
なる。
【００３４】
　尚、上述の余長ダクト２１の例では、余長ダクト２１の曲げられた部分が引出し式トレ
イを収容するユニット本体２２の高さの範囲内に収まるようにユニット本体２２の上辺に
沿って設けられているので、トレイの増設の際に余長ダクト２１が邪魔になる不都合がな
いメリットを有するが、図３に示されるように、余長ダクト２１ユニット本体２２の下辺
に沿って設けるようにしてもよい。また、余長ダクト２１は、図４（ａ）に示されるよう
に筒状に形成されている場合を示したが、図４（ｂ）に示されるように、上部が開放した
溝状に形成するようにしてもよい。
【００３５】
　さらに、図５に示されるように、第２の引出し式トレイ６から導出された第２の光ファ
イバケーブル心線９を這わす第１の余長ダクト３１と、この第１の余長ダクト３１を這わ
せた光ファイバケーブル心線９を曲げ返して第１の引出し式トレイ５に導入するよう第２
の導入口１２に向かって這わす第２の余長ダクト３２とを別々に設けるようにしてもよい
。
【００３６】
　例えば、図５に示される例では、上部が開放された溝状の第１の余長ダクト３１を第１
の引出し式トレイ５を収容するユニット本体２２の側部に中間の高さに設け、上部が開放
された溝状の第２の余長ダクト３２をユニット本体２２の下辺に沿って設け、第２の余長
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ダクト３２を第１の余長ダクト３１よりも長くして第２の余長ダクト３２を第１の余長ダ
クト３１より後方へ突設するようにし、また、第２の余長ダクト３２の幅を第１の余長ダ
クト３１の幅よりも広く形成するようにしている。この第２の余長ダクト３２の幅と第１
の余長ダクト３１の幅との差（Ｎ）は第２の光ファイバケーブル心線９の幅以上に形成さ
れている。そして、引出し余長を、第１の余長ダクト３１から第２の余長ダクト３２への
移行部分に形成するようにしている。特に、図５に示す例では、第２の余長ダクト３２の
後方に第１の引出し式トレイ５の引出し長Ｌの半分（Ｌ／２）以上の長さを確保して引出
し余長を確保するようにしている。
【００３７】
　このような構成においては、引出し式トレイ５が引き出されても、第２の余長ダクト３
２の後方に引き出されている曲げ返し部分９ｂが第２の余長ダクト３２に収まるように短
くなるだけであるので（図５（ｂ）参照）、光ファイバケーブル心線９が曲げ折れること
がなくなり、また、上下の光ファイバケーブル心線（上下に多段に配された引出し余長部
分）が物理的に接触して破損することもなくなる。
【００３８】
　また、余長ダクトが第１の余長ダクトと第２の余長ダクトとに分けられているので、配
線作業を容易に行うことが可能となり、また、第２の余長ダクト３２の幅と第１の余長ダ
クト３１との幅の差（Ｎ）が第２の光ファイバケーブル心線９の幅以上に形成されている
ので、第２の余長ダクト３２への光ファイバケーブル心線９の配線が第１の余長ダクト３
１により妨げられることもなくなり、取り付け作業を容易に行うことが可能となる。
【００３９】
　尚、第２の余長ダクト３２において、第１の余長ダクト３１より後方へ突設する長さ（
Ｍ）が第１の引出し式トレイ５の引出し長Ｌの半分（Ｌ／２）以上の長さに確保できるの
であれば、第２の余長ダクト３２のさらに後方に引出し余長を確保する必要がない。この
ような構成においては、図６に示されるように、第２の余長ダクト３２の後端を閉塞する
ようにしてもよく、また、引出し式トレイの奥行きが第１の余長ダクト３１の後端よりＭ
以上あるのであれば、それぞれの余長ダクト３１，３２を図７に示されるように引出し式
トレイ５より後方へ突設させる必要がなくなる。
【００４０】
　また、以上の構成においては、第１の引出し式トレイ５に余長ダクト２１，３１，３２
を設けた例を示したが、第２の引出し式トレイ６にも同様に余長ダクトを設けるようにし
てもよい。
【００４１】
　また、以上の構成は、空間部７に引出し余長を確保する例を示したが、第２の光ファイ
バケーブル心線９に引出し余長を設ける構成としては、図８に示されるように、第２の引
出し式トレイ６の内部に引出し余長を確保するようにしてもよい。即ち、第２の引出し式
トレイ６の後部をユニット本体４０から後方へ突設させると共に下方へ曲げた引出余長収
容部４１を設け、この引出余長収容部４１の内部に第２の光ファイバケーブル心線９を引
き回して引出し余長を確保するようにしてもよい。下方に曲げられた引出余長収容部４１
は、第２の引出し式トレイ６を前方へ押し出した場合にユニット本体４０の枠に当接して
ストッパとして機能し、また、この引出余長収容部４１に開閉カバー４２を設け、この部
分を取り外してメンテナンスを可能としている。
【００４２】
　このような構成においては、第１又は第２の引出し式トレイ５，６が引き出されても、
第２の引出し式トレイ６内の引出し余長が伸縮するだけであり、光ファイバケーブル心線
９が曲げ折れることがなくなり、また、上下の光ファイバケーブル心線（上下に多段に配
された引出し余長部分）が物理的に接触して破損することもなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１（ａ）は、本発明に係る光ファイバケーブル配線盤の配線状態を示す内観概
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略図であり、図１（ｂ）は、図１（ａ）で用いる第１及び第２の引出し式トレイの配線の
取り回し例を示す拡大概略図であり、図１（ａ）のＡ－Ａ線から見た図である。
【図２】図２は、空間部に引出し余長を確保するための余長ダクトを設けた構成例を示す
図であり、（ａ）はその斜視図を、（ｂ）はその側面図を示す。
【図３】図３は、余長ダクトを設けた他の構成例を示す側面図である。
【図４】図４は、余長ダクトの構成例を示す斜視図である。
【図５】図５は、空間部に引出し余長を確保するために溝状の第１及び第２の余長ダクト
を向けた構成例を示す図であり、（ａ）はその斜視図を、（ｂ）はその側面図を、（ｃ）
はその平面図を示す。
【図６】図６は、図５で示した構成を変形例を示す図であり、（ａ）はその斜視図を、（
ｂ）はその側面図を示す。
【図７】図７は、図５で示した構成を他の変形例を示す側面図である。
【図８】図８は、第２の引出し式トレイ内に引出し余長を確保するための構成例を示す図
であり、（ａ）は引出し式トレイを出す前の状態を示す斜視図であり、（ｂ）は引出し式
トレイを出した後の状態を示す斜視図であり、（ｃ）は引出し式トレイを出す前後の状態
を示す側面図を示す。
【符号の説明】
【００４４】
　５　第１の引出し式トレイ
　６　第２の引出し式トレイ
　７　空間部
　８　第１の光ファイバケーブル心線
　９　第２の光ファイバケーブル心線
　９ｂ　曲げ返し部分
　１３　第１の余長収容部
　１７　第２の余長収容部
　１４　融着ホルダ
　２１　余長ダクト
　３１　第１の余長ダクト
　３２　第２の余長ダクト
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